
計画等の「評価段階」における県民意見の反映に係る指針

平成２６年１月９日

１ 趣旨

新行政改革大綱の目標の一つである「県民目線の県政の実施」を実現するため、施策

の成果を把握・評価し、公表することで県民に対する説明責任を果たすとともに、成果

や評価に対する県民意見の聴取に努め、施策に対する県民意見の反映を図る。

２ 自己評価

(1) 対象

施策のうち、その影響が広く県民生活に及ぶもので、かつ重要なものについては、

その施策の実施状況に関して自ら評価（以下「自己評価」という。）を行うものとす

る。

ここでいう「施策のうち、その影響が広く県民生活に及ぶもので、かつ重要なもの」

とは、群馬県行政に係る基本計画の議決等に関する条例（平成２０年３月２７日条例

第２１号）の議決対象となる基本計画及び県民意見提出制度運営要綱に基づきパブリ

ックコメントを実施して策定した計画等（以下「計画等」という。）をいう。

(2) 実施方法

ア 必要性、効率性、有効性の観点その他当該計画等の特性に応じた評価を行う。

イ 評価は、毎年度実施、隔年実施あるいは中間実施等、それぞれの計画等の性格に

応じ、最も適当な時期に、最も適当な方法で行う。

ウ 評価の実施により、計画等に「Plan（計画）→Do（実施）→Check（評価）→Act

（改善）」というマネジメントサイクルを導入し、期待どおりの成果をあげていな

いものがあれば、改善策を検討して計画等の見直しにつなげる。

３ 第三者評価

計画等の評価に当たっては、自己評価と併せて、次の方法等による県民の意見の聴取

（以下「第三者評価」という。）に努めるものとする。

(1) 学識経験者や有識者などから構成される第三者委員会

(2) 県民意見の募集（県民意見提出制度に準じて実施）

(3) 県民アンケート など

なお、実施に当たっては、前記２(2)により行う。

４ 公表

第三者評価の結果は、公表するものとする。

なお、第三者評価を実施しない場合は、自己評価の結果を公表し、それに対する県民

の意見の聴取に努めるものとする。

資料３



（別添）

本指針に基づく県民の意見の聴取に係るフローチャート

【対象】

○ 群馬県行政に係る基本計画の議決等に関する条例（平成２０年３月２７日条例第２

１号）の議決対象となる基本計画

○ 県民意見提出制度運営要綱に基づきパブリックコメントを実施して策定した計画等

（Ｐ）計画等の原案等の作成

県

パブリックコメントの実施

(意 見 を 考 慮） 意見聴取

計画案の策定・結果の公表 公表

（Ｄ）計画等（政策）の実施 民

（Ｃ）自己評価 結果の公表

第三者評価 意見聴取

結果の公表

（中間年度） （最終年度） 等

（Ａ）実施内容の改善 （Ｐ）次期計画等の原案等の作成

※赤字は、本指針で求めている手続き（点線は努力目標）



「評価段階」における県民意見の反映について 平成２６年１月 
総務部総務課 

○重要な政策を立案する場合に、「県民意見提出制度」(パブリックコメント) により県民からの意見を募集（平
成１２年度から実施） 

○政策等の実施後においては、一部のものは、有識者などからの意見聴取等の方法により、個別に県民の意
見を聴取 

2014/2/3 

評価段階でも県民の意見を反映する仕組みを導入 →指針の策定 

○新行政改革大綱の目標の一つである「県民目線の県政の実施」を実現していくためには、「立案・計画」段階だ
けでなく、「評価」の段階においても県民の意見を聴取して次の計画等の策定や実施に反映させることにより、ＰＤ
ＣＡサイクルの実効性を高め、政策等の充実を図ることが必要 

・新行政改革大綱（平成２３年３月）実施計画 
目標１ 県民目線の県政の実施 － 改革１ 県民意見の県政への更なる反映 
(1) パブリックコメントの拡充 

主要な計画や条例を制定する際に県民意見を募っているパブリックコメントについて、計画や条例など主要な政策に係る方針・
原案などを検討する早い段階や政策実施後の評価の段階などに、幅広く行うための仕組みを整え、実施します。 

現状と経緯  

指針の策定 

指針の内容  
○自己評価の実施 

 施策のうち、その影響が広く県民生活に及ぶもので、かつ重要なものについては、その施策の実施状況に関
して自ら評価を実施 
○対象 

 群馬県行政に係る基本計画の議決等に関する条例（平成２０年３月２７日条例第２１号）の議決対象となる基
本計画、県民意見提出制度運営要綱に基づきパブリックコメントを実施して策定した計画等 
○実施方法 
 ア 必要性、効率性、有効性の観点 
 イ 毎年度実施、隔年実施あるいは中間実施等 
 ウ 計画等に「Plan（計画）→Do（実施）→Check（評価）→Act（改善）」というマネジメントサイクルを導入 
○第三者評価の導入 
 自己評価に加えて、第三者委員会、パブリックコメント等により県民等の意見を聴取するよう努める。 

 



 

毎年、評価の実施状況（今後の予定）に係る調査を実施
し、運用状況を把握 

平成２５年度中に策定する計画等 
・群馬県地域医療再生計画 
・群馬県シカ適正管理計画 

・群馬県イノシシ適正管理計画 

・第２期群馬県教育振興基本計画 

・次期行政改革大綱 
・ぐんまＤＶ対策推進計画(第３次) 

・群馬県新型インフルエンザ等対策行動計画 

・群馬県消費者基本計画 

・群馬県動物愛護管理推進計画(第２次) 

・群馬県歯科口腔保健推進計画 
・群馬県カワウ適正管理計画 

・群馬県水道水質管理計画 

・群馬県肝炎対策推進計画 

・群馬県食品衛生監視指導計画 

・次期群馬県権限移譲推進計画  

など 

 

 

 

 

※平成２６年度以降に策定する計画も同様に実施 

指針策定後のフォロ－アップ 

指針策定後のＰＤＣＡサイクル  県民意見提出制度 
事前に案を公表し、意見を計画等に反映 

評価に県民（第三者）が参画し、計画等の実
施あるいは次期計画等の策定に反映 

Ａｃｔ（改善） 

事業・計画の見直し 

Ｃｈｅｃｋ（評価） 

事業・成果の評価 

Ｐｌａｎ（計画） 
目標・方針の設定 

Ｄｏ（実施） 
目標実現のための行動 

評価段階で、県民（第三者）の意見を聞くのが困難なもの
についても、自己評価の公表が可能なものは、次のよう
な方法で、できるだけ県民の意見を聞く機会を設ける。 

http://www.pref.gunma.jp/07/a0710012.htmlから抜粋 

http://www.pref.gunma.jp/07/a0710012.html
http://www.pref.gunma.jp/07/a0710012.html


（別添資料）

内容 対象数 割　合

　PDCAサイクル（自己
評価＋第三者評価＋公
表を行っている計画等）

36 64.3%

目標ライン

　PDCAサイクル（自己
評価まで実施）

12 21.4%

達成ライン

　PDCサイクル（進捗管
理まで実施）

5 8.9%

　進捗管理を行わない
もの

3 5.4% 達成ライン以上８５．７％

56

達成ライン以上５７．２％

計画等の評価の実施状況等に係る調査結果

○PDCAサイクル（第三者評価＋県民への公表）の実施状況

現在の実施状況（当初調査）

今後の実施予定（再調査）

 PDCAサイクル（自

己評価＋第三者評

価＋公表を行ってい

る計画等） 

64.3% 

 PDCAサイクル（自

己評価まで実施） 

21.4% 

 PDCサイクル（進

捗管理まで実施） 

8.9% 

 進捗管理を行わな

いもの 

5.4% 

 PDCAサイクル（自

己評価＋第三者評

価＋公表を行ってい

る計画等） 
41.1% 

 PDCAサイクル（自

己評価まで実施） 
16.1% 

 PDCサイクル（進捗

管理まで実施） 
25.0% 

 進捗管理を行わな

いもの 
17.9% 


